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令和６年度 令和７年１月２１日

臼井中学校 第５６号

第３学年進路だより 文責：大越 秀行

「やった分は自分の力に！」

「卒業式までの登校日はアト３４日間」です
本日１月２１日、今日を含めて卒業式当日まで登校日数はアト３４日間となりました。カレン

ダーの日数では５０日間になります。まさに『時は人を待たず』です。ものごとは、始まれば必

ず終わりが来るという有限という考え方にもつながります。

さて、私立高校受験を体験された生徒のみなさん本当にがんばりま

したね。『結果は正直』ですから希望する想いと結果が合致した人とそ

うでない人と分かれました。しかし、この結果こそが進路を選択する

自分にとって、より適したものにつながると私は思います。そこで、

私立第１希望で進学先が決定した生徒のみなさんは、学校生活において公立第１希望である学級

の仲間の受検が終了するまで、日々の授業では同じ姿勢で取り組みより学力が定着するようがん

ばりましょう。（受験のプレシャーがかからない分落ち着いて取り組めるので効果は大です）

また、学級の当番係活動では、余裕ができた分積極的に取り掛かって大いに徳を積んでいきまし

ょう。「入試に向かう姿勢が個人戦ではなく団体戦である」と言われる所以がここにあります。

人生最高の贈りものは『何』？

明後日、１月２３日は、語呂合わせで 「１，２，３」とリズム良くいく一日になるはずです。

さて、一年３６５日毎日が繰り返し訪れます。その中では，歴史が刻まれ多くの物語ができてき

ます。例えば、「１月２３日、今日は何の日？」を調べると、下記のことが載っています。

・三十三間堂の本尊、造立(1254)

・織田信長が足利義昭に五か条の意見書を出す(1570)

・幕府が諸大名に大坂城の修築を行わせる(1620)

・版籍奉還。版は土地、籍は人民。これらを朝廷に返上

したことにより藩主は政府の地方官へ(1869)

～～誕生日に当たる人として～～

□マホメット(イスラム教の開祖570)

□湯川秀樹(物理学者1907)

□ジャイアント馬場(プロレスラー1938)

みなさんは、過去いろいろなプレゼントをいただいたと思います。その中でも、やっぱり一番

うれしいプレゼントは，毎朝、枕元に置かれているもの。朝、目覚めるとプレゼントが置かれて

います。それは、神様からの『今日』という一日のプレゼントですから。毎日こそが有難いです。

公立受検出願関係の手順についての確認として

たより５４号でお知らせしたとおり、２９（水）に学校側でとりまとめを行います。そのため

２３（木）までに「出願登録サイト」のマイページから入学検査料を納付していただき、その後

各自で印刷できる入学願書・宛名票を印刷し、２４（金）までに提出をお願いします。その宛名

票を学校で用意する長型3号の封筒に貼り、調査書を送付する封筒を準備します。当初よりも、

締切が早まりました。お忙しい日々ですが、ご協力よろしくお願いいたします。


